
【第2部】 

テーマ コーディネーター 【第2部】 特別ゲスト線路はつづくよ、どこまでも。
～旅と、私と、鉄道と、～ 天津 木村さん

主催／JR釡石線利用促進協議会
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詳細・参加事前申込はこちらから
マイレールプロジェクト運営事務局（IBC岩手放送 企画事業部内）

TEL 019-623-3137（電話受付平日9:30～17:30）　FAX 019-629-2652　Mail myrail@ibc.co.jp

花巻市文化会館 大ホール
会  場 〒025-0097 岩手県花巻市若葉町三丁目16番22号

【アクセス】 JR花巻駅から車で約6分・徒歩約20分

花巻市 遠野市 住田町 釡石市

2025

12.14 日

2025

参加事前申込先着200名様、
または釡石線エキタグ利用の

先着150名様に

11:30 受付開始(先着プレゼント配布）

12:00 開場(先着順自由席）

12:30 開演オープニングトーク

13:45～

【行き】花巻駅東口発11:30発（釡石線上り11:20着）
【帰り】花巻市文化会館発15:15発（釡石線下り15:53発）

JR花巻駅東口⇔花巻市文化会館

シャトルバスをご利用ください

プレゼント

※おひとり様ひとつまで ※写真はイメージです

ハーフラウンド
ショルダーバッグ
プレゼント!

みんなでトークセッション！

村上 知子さん（森三中）

【入場無料】

【第1部】 

テーマ

講  師 岩手県立大学研究・地域連携本部副本部長
兼 総合政策学部教授　

線路の先に、まちの楽しさがある

宇佐美 誠史氏　
―鉄道とまちが一緒に育つ、これからのつながり方―

12:45～ 基調講演



岩手県立大学研究・地域連携本部副本部長 
兼 総合政策学部教授　

【第1部】 基調講演 12:45～

線路の先に、まちの楽しさがあるテーマ

宇佐美 誠史氏　講　師

吉本興業所属。黒沢かずこ、大島美幸と共にお笑いトリオ「森
三中」を結成。「世界の果てまでイッテQ!」など人気番組に出演
し世界中を飛び回る。プライベートでも旅好きとして知られ、
一児の母として子育て真っ最中。

天津 木村さん
吉本興業所属。2021年から岩手県へ家
族で移住。「いわて応援芸人」として多く
のメディア、イベント出演などを通じ、岩
手県の魅力を全国へ発信し続けている。

【第2部】 みんなでトークセッション！ 13:45～

線路はつづくよ、どこまでも。～旅と、私と、鉄道と、～テーマ

村上 知子さん（森三中）

特別ゲスト コーディネーター

専門分野は交通計画学。地域に根差した交通計画領域を主な研究対象として精力的に活動している。
国土交通省東北運輸局地域公共交通東北仕事人／岩手県内自治体の地域公共交通会議または地域公共交通活性化協議会（盛岡都市圏（盛岡市、滝沢市、矢巾町）、二戸市、大船渡市、八幡平市、雫石町、平泉町、山田町）

代表者名（フリガナ）

同伴者名（フリガナ）

代表者の年齢

お住まいの市町村

歳
ご連絡先（電話番号） 交通手段

□ 自家用車　　　□ 徒歩
□ シャトルバス
□ その他（　　　　　　　　）

事前申込をご利用ください ●１回のエントリーで最大２名様までお申込みできます。
●事前申込先着200名様にオリジナルグッズプレゼント。
●当選者には12月上旬、当日のご案内と共にご連絡いたします。

マイレールDAY 2025

―鉄道とまちが一緒に育つ、これからのつながり方―

▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶

FAX 019-629-2652
方法❶ QRコードを読み込んでエントリーフォームからお申込み
方法❷ 下記に記載し事務局へFAXでお申込み

JR釡石線の節目となった出来事などを当時の新聞記事や
写真で振り返る特別展を開催。（協力：岩手日報社）

JR釡石線沿線地域の名産、
お土産品などを展示販売します。

新聞記事で振り返る
JR釜石線ものがたり

JR釜石線
沿線物産フェア同時

開催
同時
開催

鉄道を“移動の手段”にとどめず、地域の楽しさや人のつながりを生み出す存在として見つ
め直すと、日常の中に新しい発見が見えてきます。鉄道を未来へつなぐために、地域がど
う関わり合い、どう楽しむかを考えます。

JR釡石線の魅力や、未来を、沿線の利用者や、沿線で生活している方々、会場にお越しのみなさんと一緒に楽しくトークセッション！

※お預かりした個人情報は本事業に係るご連絡、ご案内以外には使用しません。


